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上し、さらに主計寮においてこの予算書と当年の終役収入総量とをにらみ合せたうえで、計画を実

施することになっていた。この予算の作成を精密にさせるために各種目にわたつて材料と人功とを

微細に規定 した積算規準が準備された。『延喜式』の木工寮の項は、この基準を示すものであった」

(田辺・渡辺1960。

38 ただし、ここでの「生瓦作工」数には、i掘埴・打埴などの工数が含まれていることは、小林行雄

が論証した c/1ヽ林1964)。

39 ただし、井上満郎は、西賀茂鎮守庵瓦窯から、 中心飾内に「近」「中」 の文字を置いた唐草文軒

平瓦が出上した事実に基づき、「官」は太政官、「近」は近衛府、「中」は中務省の省略形と考え、こ

れらの文字瓦を、供給先を意味する帰属印と考えた (京都市文化財保護課1971)。 しかし、「近」「中」

は瓦絶に彫り込んだ文字で、これを「官」字印と同じ次元では解釈できない。また、井上は、「官」

字を太政官の省略形と考える根拠として、「この『官』を『私』に対する言葉と考えることも不可能

ではないが、この瓦窯が官庁用のものと私用のものと両方を同時に生産したとは考えられず、 また

『私』に対するこの時代のふつうの対立概念は『公』であるから、私と対立する言葉とは考え に く

い」と述べている。しかし、当時、「官」字印が太政官の意味とは全 く無関係で実在している。すな

わち、『厩牧令』によれば、官牛官馬は2歳 になると「官」字烙印を騨に押すことになっていた。ま

た、延暦15(796)年 2月 25日 の「太政官符」 (『類衆三代格』巻17)では、百姓私馬牛印を官印よりも

小さくするように定めており、上記『厩牧令』の規定が空文でなかったことは確実である。この「官」

字烙印は、太政官の官ではなく、官牛官馬などの常套句に見 られる官であり、私に対立する概念で

あることは言うまでもない。 また、この「官」字烙印は、私的な烙印と対立する帰属印であるが、

認証印・検定印ならば、特に対立すべき印や概念は不用であるから、西賀茂鎮守庵瓦窯が官庁用と

私用との両方の製品を作ったと考える必要もない。

40 「木工」は木工寮、「右坊」「右坊小J「右坊常」「右坊城」「左坊」 は左右坊城使、「修」 は修理職

省略形であろう。
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